
宮古島市平良字下里方言の原因・理由表現 

中 本 謙 

(1)はじめに

宮古島は，沖縄本島から南西約 300㎞に位置する面積約 160平方㎞の平坦な島である。

ここでは，宮古島市平良字下里方言の原因・理由表現について，これまでおこなった調査資料

をもとに報告する。 

平良字下里方言の原因・理由表現の特徴を示すと次のとおりである。 

①「から」と「ので」の用法

平良字下里方言の「から」と「ので」の用法は，例えば「降るから，降るので」，「若いから，

若いので」は，ッフイバ（降れば），バカカイバ（若かれば）のように「条件形＋ば」であらわさ

れる。これは，日本語史における「已然形＋ば」に対応するものである。終止形はそれぞれッフ

イゥ，バカカイゥである。また，ッフイバドゥ（降ればぞ），バカカイバドゥ（若かればぞ）のよ

うにバにドゥ（ぞ，とりたての係助詞）がつくことがあるが、ほとんど意味は希薄化しているよ

うである。 

平良字下里方言では，スグ ムドゥリ クーディッシバ．（すぐに戻ってくるから。）のように

ディッシバという形式があらわれる。これは，意志，志向を表すディ（う）「む推量の助動詞＋て

接続助詞」に シバ（すれば）が付いた形であると考えられる。他にもクーッチバ（「来る」未然

形＋ティ「て」＋シバ）という形式があらわれるがクーディッシバの方がより強い確定をあらわ

すようである。 

宮古方言の「条件形＋ば」の形式は，以上のような「から」と「ので」の用法以外にも，イキ

バドゥ ッサリイゥ（行けばぞわかる）のような条件をあらわすこともできる。 

②「のだから」の用法

宮古方言では，原因・理由の表現は「条件形＋ば」であらわされ，「のだから」のよう

な形態的に「(準体助詞＋)指定辞＋原因・理由の接続助詞」の形式は確認できない。 

③接続詞「だから」の用法

接続詞「だから」に相当する形式は，アッシバ（アッシゥ「する」の条件形＋バ）であらわさ

れる。ただし，「これだから」「あれだから」のように指示語が付く場合は，それぞれカンチヤイ

バ（この様＋ヤイゥ「だ」の条件形＋バ），アンチヤイバ（あの様＋ヤイゥ「だ」の条件形＋バ）

とあらわされる。「それだから」に相当する形はあらわれない。 

(2)調査の概要

話者情報：下地トミ子氏，1947 年 5 月 7 日生,元小学校教頭，宮古島市平良字下里出身。 

調査時期：2007年 1月, 2008年 1月。 

調査場所：琉球大学教育学部 529 研究室。 

調査方法：面接調査。具体的には，調査票の例文を話者が目をとおし，宮古島市平良方言に訳し

て読み上げるという形で進めた。記録はＭＤで録音し，表記は，Ｉ.Ｐ.Ａでおこなった。 
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(3)文字化について 

調査はＩＰＡ表記でおこなったが，本稿ではカタカナに変換して示す。なお，宮古方言の特徴

的な音韻は以下のように示す。    

   ї－イゥ  kї－キゥ sї－シゥ tsї－チゥ dzї－ジゥ pї－ピゥ fa－ファ fi－フィ 

fu－フ va－ヴァ vi－ヴィ m（成節的子音）－ム      

 宮古方言では語頭に促音がたつことがあるが，ffa－ッファ のようにあらわす。 

 
1 「から」と「ので」の用法 

1-1 事態の原因（接続調査を兼ねる） 

1-1-1 マイニチゥ アミヌ ッフイバ， キゥンヌ カーラカン． 

〈毎日雨が降るから，衣が乾かない。〉 

1-1-2 マイニチゥ アミヤイバ， キィンヌ カーラカン． 

〈毎日雨だから，衣が乾かない。〉 

注：アミヤイゥ（雨だ）。 

1-1-3 ワーチゥキゥヌ ゾーカイバ， キゥンヌ ユーカラキゥ． 

〈天気がいいから，絹がよく乾く。〉 

注：ワーチゥキゥ（上つ気）。 ゾーカイゥ（じゃうかり）。「上」をカリ活用化させた語であると考

えられる。  

1-1-4 クヌヘヤー シゥズカヤイバ， シィグトゥヌ パカドゥイゥ． 

〈この部屋は静かだから，仕事がはかどる。〉 

注：シゥズカヤイゥ（静かだ）。琉球方言では，宮古方言も含めて形容動詞はほとんど発達していない。 

本来，「静か」をあらわす語は，トリイゥ（凪ぐ）であらわされるため，シズカヤイゥ（静かだ）は比

較的新しい語であると考えられる。 

1-1-5 ユビ ウプアミヌ ッフタイバ， ミジゥヌ タマリウイゥ． 

〈夕べ大雨が降ったから，水がたまっている。〉 

注：ッフタイバ（降りたれば）。ミジゥヌ タマリウイゥ（水がたまっている）。 

1-1-6 ヤラビヤイバ， シゥサッタン． 

〈子供だから，わからなかった。〉 

注: ヤラビ（童）。シゥサッタン(知らなかった)。 

 

1-2 行為の理由（後件のモダリティ制限の調査を兼ねる） 

1-2-1 ドゥーヌ バイゥカイバドゥ， シゥグトゥー ヤスンタイゥ． 

〈体調が悪いから，仕事を休んだ。〉 

注：ドゥー（胴）。バイゥカイゥ（悪かり）。宮古方言では，語頭のワ行子音はｂ音に対応する。ヤス

ンタイゥ（休みたり）。 

1-2-2 ドゥーヌ バイゥカイバドゥ， キューヤ シゥグトゥ ヤスマディ． 

〈体調が悪いから，今日は仕事を休もう。〉 

1-2-3 ユーヌムツァ ッファカイバ， マーチゥキ ヤーンカイ ズー． 

〈夜道は暗いから，一緒に家に行こう。〉 

注：ッファカイバ（暗かれば）。クラ＞ッファの変化。 

1-2-4 アカングヮヌ ニッヴューイバ， スナーシウリ． 

〈赤子が寝ているから，静かにしろ。〉 
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1-2-5 アカングヮヌ ニッヴューイバ， スナーシウリフィジャーンナ． 

〈赤子が寝ているから，静かにしてくれないか。（依頼）〉 

注：フィジャーンナ＜クレ（呉れ）＋ディ（う）＋アラン（あらぬ）＋ナ。 

1-2-6 アミヌ ッフイバ， サノー ムチピリ． 

〈雨が降るから，傘を持って行け。〉 

注：サナ（傘）＋オ（を「助詞」）＞サノー。 

 

1-3  判断の根拠 

1-3-1ａ プシゥヌ イデューイバ， アツァマイ ゾー ワーチゥキゥ ナイゥパジゥ． 

〈星が出ているから，明日もいい天気になるだろう。〉 

注：イデューイバ（出でおれば）。アツァマイ（明日も）。～マイは助詞「も」に相当する。ナイゥパ

ジゥ（なるはず）「なるだろう」の意。宮古方言では，推量の表現「～だろう」は，～パズ（～はず）

であらわされる。 

1-3-1b  Ａ:アツァマイ ゾー ワーチゥキゥ ナイゥパジゥ． 

〈明日もいい天気になるだろう。〉 

   Ｂ：ノーティガ ッサイリャー． 

〈どうしてわかるの？〉 

注：ノー（何）。 

    Ａ：プスゥヌ イデューイバ． 

〈星が出ているから。〉 

1-3-2 ピゥダイゥフゥスーユビンカイ ウイビガニ シーウリバ， ササギャー シードゥー． 

〈左手薬指に指輪をしているから，結婚している。〉 

1-3-3 イサクマイ イディ， ニチゥヌ アイバ， カジュー ピゥキューガラッサイン． 

〈咳も出で，熱があるので，風邪を引いたのかもしれない。〉 

注：ニチゥヌ アイバ（熱があれば）。ガラッサイン（か＋あらむ＋知れぬ）。 

1-3-4 キゥサ シンブンハイタツヌ ウトゥヌ シゥタイバ， ゴジャー スギドゥーパ

ジゥ． 

〈さっき新聞配達の音がしたから，５時を過ぎだろう。〉 

 

1-4 発言・態度の根拠 

1-4-1 ウカーシゥカイバ ウヌカーンナ アスプナ． 

〈危ないから，この川で遊ぶな。〉 

1-4-2 カジュー ピゥキゥチゥカー ナランニバ， イッパイ キシピリ． 

〈風邪をひくといけないから，いっぱい着て行け。〉 

1-4-3 キューヌ シグトゥ ンーナ シゥマイタイバ， ンニャ ピラ． 

〈今日の仕事みんな終わったから，もう帰ろう。〉 

注：シゥマイタイバ（終いたれば）。 

 

1-5 理由を表さない用法 

1-5-1 スグ ムドゥリクーッチバ， クマンウティ マチューリ フィール． 

〈すぐ戻ってくるから，ここで待っていてくれ。〉 

注：ムドゥリ（戻り）クー（未然形）ッチバ （てすれば）。  
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1-5-2 イッカイシ ジョーブンヤイバ ピラミッドン ノーリーミーバー． 

〈一回で十分だから，ピラミッドに登ってみたい。〉 

注：ジョーブンヤイバ（十分やれば）。 

1-5-3 タンディヤイバ， ジンヌ カラシゥフィーサーチ． 

〈お願いだから，銭を貸して下さい。〉 

注：カラシゥ（貸らせる）使役で「貸す」の意をあらわす。フィーサーチ（呉れさまち）尊敬の表現

「～して下さい」の意。 

1-5-4 クルモー アビリッフィーディッシバ スグ ビョーインカイ ピリ． 

〈車を呼んであげるから，すぐ病院へ行け。〉 

注：アビイゥ（呼ぶ）。 ッフィーイゥ（あげる/呉れる）。 

1-5-5 ツクエヌ ワーグン ウチゥキゥウキバ バガサイフー トゥイキシッフィージ

ャーンナ． 

〈机の上においてあるから，僕の財布を取ってきてくれないか。〉 

注：ウチゥキゥウキバ（置き付きおけば）。 

 

1-6 原因・理由節の述語用法（ＸはＹからだ） 

1-6-1 Ａ ドゥーヌ ノーガラー バシードゥー．〈気分が悪い。〉 

   Ｂ アンチー ウパーター ヌミバサーイ．〈あんなにたくさん飲むからだよ。〉 

注：ドゥーヌ（胴の）「体の」の意。ノーガラー（何かやら）。サーイ終助詞「～だよ」の意。 

1-6-2 Ａ キューヤ デパートヌ ピゥトゥヌ ンチューイゥヤ． 

〈今日はデパートが込んでいるなぁ。〉 

    Ｂ  ニチヨービ ヤイバサーイ〈日曜日だからだよ。〉 

注：ンチューイゥ（満ちている）「込んでいる」の意。 

1-6-3 Ａ  クヌグルー タローヤ バタヌ フサリチャーナドゥウイゥ． 

〈この頃太郎は機嫌が悪いんだ。〉 

 Ｂ  ッヴァガ ジローチャーナ プミウイバ ビャーヤー． 

〈おまえが次郎のことばかりほめるからじゃないか？〉 

注：バタヌ フサリチャーナドゥウイゥ（腹が腐さってばかりいる）。「機嫌が悪い」の意。 

1-6-4 Ａ クヌグルー タローヤ バタヌ フサリチャーナドゥウイゥ． 

〈この頃，太郎は機嫌が悪いんだ。〉 

   Ｂ バガ ジローチャーナ プミウイバ ビャーヤー．  

〈私が次郎ばかりほめるからかなあ。〉 

1-6-5 Ａ クヌグルー， タローヤ バタヌ フサリチャーナドゥウイゥ． 

〈この頃，太郎は機嫌が悪いんだ。〉 

   Ｂ ジローチャーナ プミライリバ， ガラッサインヤー． 

〈次郎ばかりほめられるからかもしれないなぁ。〉 

注：ガラッサイン（か＋あらむ＋知れぬ）。 

1-6-6   Ａ ヤーユ ウッチキシカラ パソコンヌ チョーシヌドゥ バルフゥ ナリユイゥ．

〈家を移ってきてから，パソコンの調子が悪くなっている。〉  

   Ｂ ウリャー ムチキゥシゥトゥキャン ウトゥシゥタイバガラッサイン． 

〈それは，持ってくる時に落としたからかもしれない。〉 

注：ウリャー＜ウリ＋ヤー（それは）。 
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1-7 従属節内のモダリティ表現

1-7-1 伝聞・推定表現など

1-7-1-1 キューヌユーヤ アミヌドゥ ッフイゥパジゥヤイバ， ピャーシ ピラ．

〈今日の夜は雨が降るはずだから，早く帰ろう。〉 

注：ッフイゥパズ（降るはず）「降るだろう」の意。宮古方言では、推量の表現「～だろう」は、～パ

ズ（～はず）であらわされる。  

1-7-1-2 キューヌユーヤ アミヌ ッフイゥパジゥヤイバ， ピャーシ ピラ．

〈今日の夜は雨が降るらしいから，早めに帰ろう。〉 

1-7-1-3 キューヌユーヤ アミヌ ッファティウイバ ピャーシピラ．

〈今日の夜は雨が降りそうだから，早めに帰ろう。〉 

注：ッファティウイバ（降るっておれば）。 

1-7-1-4 ンニャ ニツゥヌ アイゥノーカイバ， ピャーシ ピラディ．

〈もう熱があるようだから，早く帰ることにした。〉 

1-7-1-5 アミヌ ッフイゥガラッサインニバ，サノードゥ ムチキゥシゥタイゥ．

〈雨が降るかもしれないから，傘を持ってきた。〉 

1-7-2 推量表現

1-7-2-1 アミヌ ッフイゥパジゥヤイバ， サノー ムチピリ．

〈雨が降るだろうから，傘を持っていけ。〉 

1-7-2-2 ヤマンナー アリャーミン ウプアミヌ ッフターパジゥヤイバ， ジゥーヌ キゥジ

ゥリキゥシゥヌドゥ シワ． 

〈山ではかなり大雨が降っただろうから，地崩れが心配だ。〉 

1-7-2-3 アンチーナー アミャー ッファンパジゥヤイバ サノーバ ムチイカジャン．

〈たいした雨は降らないだろうから，傘は持っていかない。〉 

注：サノーバ＜サナ（傘）オ（を）バ。イカジャン＜イカ（未然形）ディ（う）アラン（あらむ）。 

1-7-2-4 アラーア ピシーピシーウイゥパジゥヤイバ ウパーターキシー イカディ．

〈外は寒いだろうから，たくさん着て行こう。〉 

注：ピシーピシーは、ピシカイゥ（寒かり）の強調表現。 

1-7-2-5 ウリャーンナ アツァマイ アミパズゥヤイバ エンソクヤ シゥーンパジゥ

ヤー．

〈この分だと明日も雨だろうから，遠足は中止になるだろう。〉 

注：シゥーンパジゥヤー（しないはずよ）。 

1-7-3 丁寧表現

平良字下里方言では，丁寧形式は認めらない。従って，1-7-3-1のように「話がありますので」

は，パナシゥヌ アイバ（話があれば）と示される。 

1-7-3-1 イピーチャ パナシゥヌ アイバ クマンカイ キゥシゥフィール．

〈ちょっと話がありますので，ここに来てください。〉 

注：パナシゥヌ アイバ（話があれば）。 

1-7-3-2 ウカーシゥカイバ カケコミシゥーナ．

〈危険ですので，かけ込みするな。〉 

1-7-3-3 サトゥヌ フタウヤヌ キゥシバ， キューヤ イピーチャ ピャーシ ピラシ
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ッフィーサーチ．〈里の両親が来ますので，今日は少し早めに帰らせていただいてもよ

ろしいですか。〉 

注：キゥシバ（来すれば）。 

1-8 文末用法

1-8-1 倒置

1-8-1-1 クマンカイ ピーチャ マチューリヨー スグ ムドゥリ クーディッシバ．

〈ここでちょっと待っていてよ。すぐもどって来るから。〉 

注：クー(未然形)＋ディ(う)＋シバ（すれば）。 

1-8-1-2 アターマガマ ゴセンエン カラシ． ゲツマツガミャ カエサッチバ．

〈ちょっと５千円貸して。月末までに返すから。〉 

注：ガミ（まで）＋ヤ（は）＞ガミャ。カエサッチバ＜カエサ（返さ）ティ（て）シバ（すれば）。 

1-8-1-3 エキガミ ムカイガクー． シチジン チゥキバ．

〈駅まで迎えに来て。７時に着くから。〉 

1-8-2 終助詞的用法

1-8-2-1 アトゥカラ ンナ イッカイ デンワ スーディッシバ．

〈あとで，もう一度電話するから。〉 

1-8-2-2 アターマ イディクーディッシバ カーシゥ プリンヌ レーゾーコンカイ パイゥ

ジゥドゥウイバ． 

〈ちょっと出でくるから，菓子，プリンが冷蔵庫に入っているから。〉 

注：パイゥジゥドゥウイバ（入りぞおれば）。 

1-8-2-3 ッヴァガ クトゥーバー イチゥーガミマイ バッシジャーンニバ．

〈君のことはいつまでも忘れないから。〉 

注：クトゥーバー＜クトゥ（こと）オ（を）バ。イチゥーガミマイ（いつまでも）。 

1-8-2-4 ウヤンカイ アイゥザッチバヤー．

〈お父さんに言いつけてやるからな。〉 

注：ウヤ（親）「父」の意。 

1-8-2-5 ゴジガミャー エキヌマエヌ キッサテンン ウラディッシバ．

〈５時まで駅前の喫茶店にいるから。〉 

注：ウラ（居ら）＋ディ（う）＋シバ（すれば）。 

1-8-2-6 アターマ スーパーガミ ムヌコーガ イキクディッシバ．

〈ちょっと，スーパーまでもの買いに行ってくるから。〉 

1-8-2-7 クヌパナシゥ ピゥトゥンカイ アーチゥカー タダシーヤ ウカジャーンニ

バヤ．〈この話人に言ったら，ただではおかないからな。〉 

注：ウカジャーン＜ウカ（おか）＋ディ（う）＋アラン（あらぬ）。 

2 「のだから」の用法 

平良字下里方言では、原因、理由の表現は「条件形＋ば」であらわされ、形態的に「(準

体助詞＋)指定辞＋原因・理由の接続助詞」の形式は確認できない。 

2-1 「から（ので）」との相違
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2-1-1a ジカンヌ ニャーンニバ ピャーピャーティッシゥタイゥ． 

〈時間がないから急いだ。〉 

注：ピャーピャーティッシゥタイゥ（早々としたり）。 

2-1-1bジカンヌ ニャーンニバ ピャーマリ． 

〈時間がないから急ごう。〉 

2-1-1cジカンヌ ニャーンニバ ピャーピャーティシゥ． 

〈時間がないから急げ。〉 

2-1-2 ワーチゥキゥヌ ゾーカイバ ウマトーマーイゥガティ イキゥタイゥ． 

〈天気がいいから散歩に行った。〉 

注：ウマトーマーイゥガティ（そこらをまわりながら）。 

2-1-3 マイニチゥ アミヌ ッフィバ キゥンヌ カーラカン． 

〈毎日雨が降るから衣が乾かない。〉 

2-1-4 ユビ ウプアミヌ ッフタイバドゥ ジゥーン ミジゥヌ タマリウイゥ． 

〈夕べ大雨が降ったから地に水がたまっている。〉 

 

2-2 意味・用法（接続調査を兼ねる） 

2-2-1 確かな事実とその当然の結論 

2-2-1-1  カンチーサーティ シゥタイバドゥ クンドー ゾーゾーナイゥパジゥ． 

〈こんなに一生懸命したから，今度は良くなるはず。〉 

注：シゥタイバドゥ（したればぞ）。 

2-2-1-2  ダイジゥナ パナシゥ シゥウイバ ヤラビャー カマンカイ イキューリ． 

〈大事な話をしているから，子供はあっちへ行ってなさい。〉 

注：ヤラビャー＜ヤラビ（童）＋ヤ（は）。 

2-2-1-3  クマー シンケンヤーバ カラカーダナシーフィール． 

〈こっちは真剣だから，からかわないでくれよ。〉 

 

2-2-2  聞き手に関する情報－行動要求・認識要求 

2-2-2-1 バカカイバ イッカイニカイヌ シッパイヤシー キゥム  フサガリウイゥナ． 

〈若いから，１度や２度の失敗でくよくよするな。〉 

注：キゥム フサガリウイゥナ（肝ふさがり居るな）で「くよくよするな」の意。 

2-2-2-2 ジュケンセー ヤイバ ンナピ シンケンナリ ベンキョーッシゥ． 

〈受験生だから，もっと真剣に勉強しろ。〉 

2-2-2-3 セッカク リューガクシバ  マナーンティ ベンキョーシゥクーヨー． 

〈せっかく留学するから，ちゃんと勉強して来いよ。〉 

 

2-2-3  後件が聞き手の利益になる事柄の場合 

2-2-3-1  ジカンナ ンナダ ウパータアリバ ヌカーヌカーシーピリ． 

〈時間は未だたくさんあるから，ゆっくりして行け。〉 

2-2-3-2  チャンスア ンナダ アリバ イゥザ イダシゥラ． 

〈チャンスは未だあるから，元気を出せよ。〉 

注：イジゥ（意地）＋オ（を）＞イザ。 

2-2-3-3  ンナーヤガティ タイインシライリバ ンナピーッチャガマヌ ガマンドーヤ． 
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〈もうやがて退院できるから，もう少しの我慢じゃないか。〉 

2-2-4 倒置

2-2-4-1 ドゥーガドゥーユバ カンガエルラ ンニャ バカムヌ アランニバ．

〈自分の体を考えろ。もう若者ではないから。〉 

注：ドゥーガドゥーユバ（胴が胴をば）「自分の体は」の意。ドゥー（胴）は「自分」の意でも用いら

れる。 

2-2-4-2 ドゥーシー キミルラ ンニャ ヤラビヤ アランニバ．

〈自分で決めろよ。もう子どもじゃないから。〉 

2-2-4-3 ウリャー シオーバ ッシゥッドー ウヤヤイバ．

〈そりゃ心配をするよ。親なんだから。〉 

注：シオーバ（世話「心配」をば）。 

2-2-5 終助詞的用法

2-2-5-1 バーヤ カナラジゥ カイトゥ マーチゥキゥ ナラディヤイバ．

〈私は、必ず彼と一緒になるんだから。〉 

2-2-5-2 バガ キゥムー ユルシゥカー クリャー スグー ドゥーカッティシーバ．

〈私が心を許すと，これは、すぐ自分勝手するんだから。〉 

注：キィム（肝）「心」の意。 

2-2-5-3  カヌ ビキドゥムティシゥチゥカー アリャーミン サキフシヌ バーカイバ． 

〈あの男ときたら，まったく酒癖が悪いんだから。〉 

3 接続詞「だから」の用法 

3-1 接続助詞「から」の文に言い換えられ，前件・後件が同一の話し手によるもの

3-1-1 ンナマナギャー マイニチゥ アミヌ ッフィーイゥ．アッシバ キゥンヌ カーラカン．

〈最近は毎日雨が降る。だから衣が乾かない。〉 

注：アッシゥ(「する」 終止形)。アッシバ（アッシ条件形＋バ）。 

3-1-2 ンナ ヤガティ ヤーユ パイゥディイゥ サンジュップンマイドー．アッシバ ピャー

シゥー ウキル．

〈もうやがて家を出る 30分前よ。だから早く起きろ。〉 

3-1-3 スグムドゥリクーディ． アッシバ クマン マチューリフィール．

〈すぐ戻ってくる。だからここで待っていてくれ。〉 

3-2  接続助詞「から」の文に言い換えられ，前件・後件の間に話者交替があるもの

3-2-1 相手の発話中の事態Ｐを受け，それから導かれる帰結Ｑを述べるもの

3-2-1-1 Ａ：ンナマナギャー マイニチゥ アミヌ ッフイゥジャ．

〈最近は毎日雨が降るね。〉 

 Ｂ：アンチヤー アッシバ キゥンヌ カーラカンニバナランニュー． 

〈うん。だから衣が乾かなくて困るよ。〉 

注：カーラカンニバナランニュー（乾かなければならぬよ）。 

3-2-1-2 Ａ：キューヤ アミヌ ッフパジゥ ティヤー．

〈今日は雨が降るそうだね。〉 
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 Ｂ：アッシバ サノー ムチピリ． 

〈だから傘を持っていけ。〉 

3-2-2 聞き手に結論を求めるもの

3-2-2-1 Ａ：アガンニャ ダイジゥ． アミヌドゥ ッフィキゥシゥ．

〈大変だ。雨が降ってきた。〉 

 Ｂ１：アッシバ ノーヤーバガ．〈だからどうしたか？〉 

 Ｂ２：アッシバ ノーヤリャー．〈だから何なの？〉 

 Ｂ３：アッシバ．〈だから？〉 

3-2-3 相手の発話中の事態や発話時の状況Ｐが，既知の事態Ｑの原因・理由であると認定するも

の。 

3-2-3-1 Ａ：ジコヤシードゥ デンシャマイ ウクリューツァー．

〈事故で電車も遅れているそうだよ。〉 

 Ｂ：アンチーナー. アッシバドゥ ンーナ ンニャダ クンサイガ. 

〈そうか。だから，みんなまだ来ないんだ。〉 

3-2-3-2  カンチヤイバ レンキューンナ プカンナ イディブーファニャーン．

〈これだから連休に外に出るのは嫌なんだ。〉 

3-2-3-3  アンチヤイバ レンキューンナ プカンカイヤ イディブーファニャーン．

〈あれだから連休に外に出るのは嫌なんだ。〉 

3-2-4 相手の発話中の事態や発話時の状況Ｐが，既に行った発話行為Ｑの理由であると認定する

もの。 

3-2-4-1a アッシバ ッシゥナティ アイゥタイゥサイ．〈だから，するなと言ったのだ。〉

 b アッシバ ッシゥナティ アイゥタイゥナ．〈だから，するなと言っただろう。〉 

 c アッシバ ッシゥナティ アイゥタイゥアランニャー．〈だから，するなと言ったじゃ

ないか。〉 

3-2-4-2 アッシバ スナティー アイゥタイゥサイガ．

〈だから，するなと言ったじゃないか〉 

3-3 接続助詞「から」の文に言い換えられず，「あなたもわかっているはずなのに」という話し

手の態度を表すもの 

3-3-1 「あなたが…と言うから私は～と言う」という発話行為間の因果関係があるもの

3-3-1-1 Ａ：キゥッサ タヌムタイゥ シゥグトゥーバ， チャントゥスヨー．

〈さっき頼んだ仕事を，ちゃんとしろよ。〉 

 Ｂ：ンー キューンナ スーチバ. ンナマ パンタカイバ シーラインニバ． 

〈うん，今日中にするってば。今忙しいからできないんだ。〉 

注：パンタカイバ（繁多かれば）。 

 Ａ：アチャガミ ッスヨー 〈明日までにしてよ。〉  

 Ｂ１：アッシバ,キューンナ ッシゥーディーティ アッジゥウイゥサイガ． 

〈だから，今日中にすると言っているじゃないか。〉 

 Ｂ２：アッシバ,キューンナ ッシゥー ディユー． 
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〈だから，今日中にするよ。〉 

3-3-1-2 Ａ：キューヤ タヌミグトゥヌ アリドゥー クスタイゥサイ．

〈今日は頼み事があって来たんだ。〉 

 Ｂ：ノーヤリャー パナシゥミール． 

〈何？ 話してみろ。〉 

 Ａ：アリャーミン ウプグトゥドーヤー． 

〈とても大事なことなんだ。〉 

 Ｂ１：アッシバ パナシゥミールティ アッジゥウイゥサイガ. 

〈だから，話してみろと言っているじゃないか。〉 

 Ｂ２：アッシバ パナシゥミール  

〈だから，話してみろ。〉 

3-3-2 発話行為間の因果関係がないもの

3-3-2-1 Ａ：キゥッサ タヌムタイゥ シゥグトゥバー シドゥークー.

〈さっき頼んだ仕事をば，してくれた？〉 

 Ｂ：アバ ノーヌクトゥ ヤリャー. 

〈え？ 何のことだ？〉 

 Ａ：アッシバ シゥトゥムティ タヌムタイゥ カヌ シゥグトゥサイ. 

〈だから，午前中に頼んだあの仕事だよ。〉 

注：シゥトゥムティ（つとめて）。 

3-3-2-2 Ａ：キュー チョードゥ タナカサンカイ イデョータイゥドーヤー.

〈「今日，ちょうど田中さんに出であったよ。〉 

 Ｂ：ンザヌ タナカサン ヤリャー〈どの田中さんだ？〉 

 Ａ：アッシバ クゥヌパナシュータイゥ  サンチョーメヌ タナカサンサイ. 

〈だから，昨日話していた３丁目の田中さんだよ。〉 
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